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１
９
４
５
年
の
沖
縄
戦
終
結
か
ら
、米
軍
統
治

下
の
暮
ら
し
と
復
興
、復
帰
へ
の
道
の
り
、基
地
問

題
、復
帰
後
の
社
会
変
容
ま
で
、こ
の
激
動
の
中
を

沖
縄
県
民
は
い
か
に
生
き
て
き
た
の
か
。

　
他
府
県
と
は
異
な
る
独
自
の
戦
後
を
歩
ん
だ
沖

縄
の
現
代
史
を
、こ
の
節
目
に
再
確
認
し
よ
う
と

す
る
試
み
で
す
。

　
内
容
は
テ
ー
マ
ご
と
の
６
部
構
成
、
41
人
の
執

筆
者
に
よ
る
41
本
の
論
文
と
14
本
の
コ
ラ
ム
で
総

合
的
か
つ
立
体
的
に
描
き
出
し
ま
す
。

　
復
帰
50
年
の
節
目
と
な
る
年
に
、沖
縄
県
の
戦
後
史
を
ふ
り

か
え
る『
沖
縄
県
史 

各
論
編
７ 

現
代
』が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
、最
新
の「
沖
縄
県
史
」刊
行
物
を
紹
介
し
ま
す
。

『
沖
縄
県
史 

各
論
編
７ 

現
代
』

（
令
和
４
年
７
月
刊
行
、B
5
判
、７
６
４
頁
）
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５
０
０
０
円

『
沖
縄
県
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刊
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判
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０
０
０
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県
史
現
代
編
刊
行
関
連
イ
ベ
ン
ト

県
史
現
代
編
刊
行
関
連
イ
ベ
ン
ト

沖
縄
県
の
歴
史
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
　『
沖
縄
県
史
』最
新
刊
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介 

沖
縄
県
の
歴
史
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
　『
沖
縄
県
史
』最
新
刊
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介 

第4回

～沖縄の発展のあゆみや将来の可能性、見て、知って、考える機会としよう～

　
県
内
５
機
関
が
連
携
し
、明
治
か
ら
沖
縄
戦
、

「
ア
メ
リ
カ
世
」か
ら
現
在
に
い
た
る
琉
球
・
沖
縄

の
あ
ゆ
み
を
学
べ
る
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
連
続
歴
史
講
座
〉

  

主
催 

県
公
文
書
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

   

７
／
９（
土
）「
維
持
さ
れ
た
米
軍
基
地
」  

野
添
文
彬（
終
了
）

　
７
／
23（
土
）「
沖
縄
振
興
と
経
済
」   

前
泊
博
盛（
終
了
）

　
８
／
６(

土
）「
く
り
か
え
す
沖
縄
ブ
ー
ム
」　
新
城
和
博

　
８
／
20(

土)「
戦
後
社
会
と
家
族
の
変
容
」　
宮
城
晴
美

　
＊
公
文
書
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

〈
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

  
主
催 

県
立
博
物
館・美
術
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

　
９
／
４（
日
）  

県
立
博
物
館・美
術
館
３
階
講
堂

　
定
員：1
0
0
名

　
事
前
申
込：８
／
15(

月)

か
ら
電
話
受
付
開
始
　

　
＊
博
物
館・美
術
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

　  （
７
／
20
〜
９
／
19
）

〈
特
別
講
座
〉県
史
現
代
執
筆
者
に
よ
る
講
演
　

  

主
催 

県
平
和
祈
念
資
料
館

　
11
月
開
催
予
定 

〈
県
立
図
書
館
歴
史
講
座
〉

  

主
催 

県
立
図
書
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

　
12
／
14（
水
）　
講
師：高
良
倉
吉・田
名
真
之
　

　
＊
図
書
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

　  （
12
／
７
〜
19
）

※

本
書
の
目
次・購
入
方
法
は

　
沖
縄
県
教
育
委
員
会
H
P

　「
沖
縄
県
史
料
の
販
売
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
県
史
で
は
、本
編
と
な
る「
各
論
編
」の
ほ

か
に
、歴
史
資
料
を
編
さ
ん
し
た「
資
料
編
」、図
像

や
写
真
を
中
心
に
楽
し
く
学
習
で
き
る「
図
説
編
」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
資
料
編
シ
リ
ー
ズ
か
ら
発
刊
さ
れ
た

本
書
は
、１
８
４
６
年
か
ら
１
８
５
４
年
に
か
け

て
足
か
け
９
年
に
わ
た
っ
て
琉
球
に
住
ん
だ
宣
教

師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
滞
在
日
誌
で
す
。ベ
ッ
テ

ル
ハ
イ
ム
の
目
を
通
し
て
、数
々
の
西
洋
船
の
来

航
か
ら
開
国
、そ
し
て
一
時
代
の
終
焉
の
足
音
が

聞
こ
え
て
く
る
時
期
の
琉
球
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
県
内
各
公
共
図
書
館・大
学
図
書
館・高
等
学
校

図
書
館
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

HP

『
沖
縄
県
史 

資
料
編

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
日
誌
お
よ
び

公
式
書
簡part I （1845-51

）近
世
４
』

（
令
和
４
年
３
月
刊
行
、B
５
判
、7
6
8
頁
）

『
沖
縄
県
史 

資
料
編

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
日
誌
お
よ
び

公
式
書
簡part I （1845-51

）近
世
４
』

（
令
和
４
年
３
月
刊
行
、B
５
判
、7
6
8
頁
）

2626

非
売
品

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡くださ
い。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万7,800人
※前月比930人の増加

62万9,482世帯
※前月比1,427の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

沖縄独自の風習や文化に触れ、
皆で参加しながら楽しむ様子
を描きました。作品には沖縄の
素晴らしい伝統をいつまでも
残したいという想いも込めら
れています。

今月の表紙

「沖縄の風習」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

復帰50周年記念事業
県政フラッシュ
特集：これからの10年「新時代沖縄」の方向を示す
        「新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画」
沖縄あんやたんかんやたん -1982年～1986年編-
家庭の食品ロス“ゼロ”を目指して
～「もったいない」を意識して、できることから始めてみよう～

県の動き１（令和４年沖縄全戦没者追悼式）
県の動き２（子どもや女性を性被害等から守るために）
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［与那国島］
県の動き3（マリンタウンMICEエリア形成事業の今）
情報ひろば
県の動き4（平和で豊かな沖縄の実現に向けた新たな建議書）
読者プレゼント・読者の声
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
へ
の

寄
付
贈
呈（
贈
呈
者：小
売
店
舗
９
社
）

6
16

　
県
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
小
売
店

舗
等
へ
生
活
物
資
支
援
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
大
型

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
９
社
か

ら
、
家
具
等
の
生
活
物
資
や
日
用

品
の
購
入
に
活
用
で
き
る
商
品

券・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
等
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、
今
回
の
支
援
に

対
し
深
く
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と

と
も
に
、「
寄
贈
い
た
だ
い
た
物

資
や
商
品
券
等
を
避
難
民
へ
し
っ

か
り
と
届
け
、
避
難
民
の
方
々
が

一
日
で
も
早
く
安
心
し
て
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

ま
し
た
。※
小
売

店
舗
９
社
は
、

H
P
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
４
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

6
23

　
県
で
は
、
沖
縄
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
戦
没
者
の
み
霊
を
慰
め
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
う「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
発
信

す
る
た
め
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平

和
祈
念
公
園
に
お
い
て「
令
和
４

年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
本
土
復
帰
50
年
の
節
目
を
迎
え

た
今
年
の
平
和
宣
言
は
、
県
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平
和
へ
の

想
い
を
踏
ま
え
、
平
和
と
命
の
尊

さ
を
次
世
代
に
伝
え
続
け
る
と
と

も
に
、
国
際
平
和
の
実
現
に
貢
献

し
、
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現

に
取
り
組
む
決
意
を
県
民
と
と
も

に
宣
言
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
９
ペ
ー
ジ「
県
の

動
き
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ちゅらしまおきなわ～

意見交換会

玉
城
知
事
に
よ
る
粟
国
村
行
政
視
察

6
7~8

　
玉
城
知
事
が
粟
国
村
を
訪
れ

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。粟
国

村
の
髙
良
修
一
村
長
を
は
じ
め

粟
国
村
議
会
、粟
国
村
役
場
職
員

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、粟
国

島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、（
株
）沖

縄
海
塩
研
究
所
、粟
国
製
糖
工
場

な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、粟
国
村
特
産
品
加
工
セ
ン

タ
ー
で
は
、特
産
品
で
あ
る「
も

ち
き
び
か
り
ん
と
う
」の
製
造
工

程
を
見
学
す
る
な
ど
、住
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

粟国村特産品加工センター

玉城知事による平和宣言

農業従事者との懇談会

第
2
回「
知
事
と
語
や
び
ら
対
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

6
15

　
県
で
は
、本
年
５
月
に「
新・沖
縄 

２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を

策
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
民

が
実
感
し
て
い
る
課
題
等
に
つ
い

て
、
知
事
が
直
に
聞
き
取
り
、
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
幅
広
い

意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

等
を
目
的
に
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
第
２
回
懇
談
会
で
は
、「
魅
力

と
活
力
あ
ふ
れ
る
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
、
中
南
部
地
域
の
生
産
者
等

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
農
家
の
所
得
向
上

や
県
産
農
産
物
の
利
用
拡
大
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平和宣言の
全文

沖縄県の歴史を一緒に学んでみませんか

　
玉
城
知
事
は「
稼
げ
る
農
業
を

目
指
す
た
め
に
、
地
元
産
品
に
目

を
向
け
て
も
ら
え
る
取
組
を
市
町

村
と
協
力
し
て
実
施
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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